
市川市下水道ストックマネジメント計画について

市川市水と緑の部
河川・下水道建設課 再整備グループ
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平成30年度第１回市川市下水道事業審議会
＜資料２＞



１．下水道ストックマネジメントとは

下水道ストックマネジメント
長期的に、施設の状態を予測しながら、
下水道施設を計画的かつ効率的に管理すること
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ストック ：大量にある社会資本の資産
（道路・橋・港湾・下水道など）

マネジメント：カネ（資産）・モノ（施設）・ヒト（執行体制）
をやりくりすること。

ストックマネジメント：モノのマネジメント



２－１．下水道施設（管路）の老朽化の現状
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２－２．下水道施設（処理場・ポンプ場）の老朽化の現状
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２－３．下水管路に起因する道路陥没件数
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３－１．下水道ストックマネジメントの導入
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３－２．下水道ストックマネジメント支援制度
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４－１．市川市の管路施設の整備延長
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年次別・排除区分別管きょ整備延長
（汚水、合流、雨水）

年次別・管種別管きょ整備延長
（汚水、合流、雨水）

整備後50年経過

・合流区域において、
もう直ぐ供用開始後、50年を経過する管渠

管種としては、ヒューム管

1972年
菅野終末処理場供用開始



４－２．管路の経年状況
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【合流・汚水】



４－３．道路の陥没状況

10【H24～H29年度】

菅野処理区



４－４．取付管（陶管）の破損状況

11

宅内排水管へ接続

下水道本管

道 路

取付管
ｺﾝｸﾘｰﾄ

桝

【取付管標準構造図】 【取付管（陶管）破損状況】



４－５．菅野終末処理場の現状
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・菅野終末処理場は1972年に単独公共下水道として
供用開始し、４７年間供用中。

・処理場の各施設（管理棟、最初沈殿池、曝気槽、
最終沈殿池、薬品混和池、汚泥処理施設など）
にある各設備の中には、供用開始時より使用し続け、
標準耐用年数の４．７倍もの超過が見られる。

・機能維持のため部分的な改修は実施しているものの、
抜本的な改築に至っていない。

・特に汚泥脱水機については、改修時に必要な部品の
調達も困難な状況にある。

・真間ポンプ場、菅野ポンプ場は、「長寿命化支援制度」
により改築中。

【菅野終末処理場配置図】

【汚泥脱水機】



４－６．下水道の老朽化の課題
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菅野処理区では今後
・耐用年数を超過する管路の増大が見込まれる。
・陶製取付管の破損による事故増加、緊急対応の増加が見込まれる。
・終末処理場の脱水機の部品交換の困難による機能停止の懸念がある。
⇒菅野処理区の老朽化対策が優先される。

また、本市では今後
・人口減少による資金調達の減少、労働力減少が見込まれる。

一方、本市の下水道事業は
・浸水対策事業としての市川南ポンプ場整備が事業中である。
・未普及地域解消に向け、今後１０年間の概成が進展中である。

⇒老朽化に対するリスクの増加と事業費の不足が懸念される。

⇒交付金を導入した下水道ストックマネジメント計画による改築事業が求められる。



５－１．ストックマネジメント計画の概要（１）
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ストックマネジメント計画の内容

１．ストックマネジメント実施の基本方針
⇒施設の保全区分を状態監視保全、時間経過保全、事後保全とする施設内容を記載

２．施設の管理区分の設定
⇒上記３区分毎に施設名称、点検・調査頻度、改築の判断基準を記載

３．改築実施計画
⇒改築の対象とする施設と概算費用を記載

４．ストックマネジメントの導入によるコスト縮減効果
⇒概ねのコスト縮減額と試算の対象期間を記載



５－２．ストックマネジメント計画の概要（２）
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【再掲】ストックマネジメント計画とは、長期的に施設の状態を予測しながら、下水道施設を
計画的かつ効率的に管理すること

【状態監視保全】
・施設毎に使用する目標耐用年数を定め、状態を監視しながら、改築の判断を行うもの。
対象）主に管路の重要な幹線や処理場の建物躯体

【時間経過保全】
・施設毎に定めた目標耐用年数に達した時点で改築を行うもの。監視は日常の点検。
対象）処理場、ポンプ場の電気設備など。

【事後保全】
・異常が発現した時点で改築するもの。
対象）管路の重要でない枝線や取付管など。



５－３．劣化の予測
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マルコフ推移確立モデルによる健全度分布図（国総研劣化ＤＢコンクリート管）

経過年数

全数量のうち約60%ある健全度Ⅴだった管渠が更に
10年経過すると35%まで低下するという予測を示している。

約
60

%

約
35

%

菅野処理区の管渠の今後の移行範囲

標準耐用年数は50年間
目標耐用年数を75年間設定

良い状態

悪い状態

市川市の健全度ランク

健全度Ⅳ

健全度Ⅲ

健全度Ⅴ

健全度Ⅱ

健全度Ⅳ

健全度Ⅲ

健全度Ⅰ

健全度健全度Ⅱ

健全度Ⅲ

健全度Ⅳ

健全度Ⅴ

健全度Ⅴ
(劣化なし)

健全度Ⅱ



６．今後の市川市の下水道事業
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※浸水対策事業としての市川南ポンプ場整備
※未普及地域解消に向け、汚水管整備（１０年概成）
※ストックマネジメント計画による老朽化対策
※下水道総合地震対策事業による管渠・人孔の耐震化

市川市下水道事業 経営戦略

事業費の不足が懸念


